
a8...m.スポーツ科学
第16回サラブ.レッドの酸素運搬系の特色

-サラフレッドーの牌臓は大きく、酸素を
摂取する能力は高い

体内に酸素を取り入れる経路、つまり、明孔→
気道→肺→心臓→血液→筋肉のことを酸素運搬
系IOxygen Transporting System)とし、し、ますっ
最大酸素摂取量を測定すると、この機能を評価
することができます。人と馬の最大酸素摂取量
を比較す る と 、 一 流 スポーツ選手の 約80
ml/kg/minに対して一流サラフレット.は約200
ml/kg/minもあり、サラブレッドの酸素を取り込
む能力は人の2倍以上高いことが分かりましたJ
また、もう一つの特色は、馬の牌臓は大きく、安
静時に大量の赤血球を貯え、i軍動中にはその赤
血球を循環血中に大量に放出できることですり
この牌臓の優れた赤血球の動員能力のために、
馬では血液ドーピングや高地トレ一二ンクによ
ヲて赤血球を増やしても、人のような効果は期
待できないと多くの馬のスホーツ科学研究者は
考えていますc

.サラフレッド酸素運搬機能の限界

優れたサラフレッドの酸素運搬系でも、運動
を強くしていくと酸素を取り込む能力はやがて
限界に達します。傾斜のあるトレッドミルを用
いてサラブレッドを全力疾走させて酸素運搬機
能を調べた結果、.孔→気道→肺→心臓→血液
→筋肉のどの部分に弱点があるのか分かってき
ました。最近のいろいろな研究を総括して、カリ
フォルニア大学のJones教綬Ij: J.欠のような見解
を述べています。

..大運動時には酸素運搬系が不全状態になる

サラブレッドにおいて、レ スのような強い運
動を負荷すると、心馬の怖では、完全に二酸化炭
素を排出し酸素を取り込むことはできなくなり
不全になる。岳馬の肺では、カスと血液を分離し
ている膜を酸素カf十分に通過できない不全状態
となる。@肺から筋肉への循環は、十分ではなし、
つまり、肺の血圧が高くなり、毛細血管が破れ運
動性肺出血(.出血)を生じることがある。④活
動筋における酸繁運搬は不全になるなど、4つの

弱点を指摘しています。この運動性肺出血は、廊
出血として実際のレース中にしばしば観察され
ますo

-興味ある研究結果

ある研究によると、幼駒のときに高地で育
て平地に戻したところ、平地で育てた馬よりも
大きな姉になり、その結果、酸素運搬機能(最大
酸素摂取量)も高まるとJones教綬は述べていま
すっまた、Jones教綬と総研との共同研究で、全
力疾走時には、気遣は肺に十分な空気を送るこ
とができ、酸素運織の制限因子にならないとい
う研究成果が得られましたE

.おわりに(最終稿)

世界ーになるには、同時代のどの馬よりも良

い遺伝子を持ち合わせ、どの馬よりもよいトレ
ーニンクを行なうことであります。よいトレー
ニングとは、卜レ一二ンク障害や事故を起こさ
ず卜レーニンクの質と置を僧やすことです。ト

レーニンクの質と1置を落として世界ーを目指す
ことはナンセンスです，事故を予防し、卜レ一二
ンクの質と量を高めるときに 経験と勘に加え
て科学的知識を利用することが得策であると私
は{言じています叫 わが国のサラフレッドのトレ
ーニンク施設は、いまや世界の卜yプレベルに
ありますe米国、英国、フランスなどの一流競馬
先進国にもこれらの施設を利用した卜レ一二ン
ク法の定説はなく、わカ、国独自の創意、によるト

レーニンクを工夫することが、世界に先駆ける
道であると考えています。
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